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１．まえがき  

 筆者らは，鋼橋の建設管理コストの縮減に向けて，シンプルな形態の少数主桁橋の採用，合成桁の採用を実

施してきた．しかし，更なるコスト縮減のために，設計法の見直しの検討を順次行ってきたところである 1)．

ところで，桁端部においては腹板が不連続となるために，腹板が連続している支間部や中間支点部に比べてせ

ん断耐力の低下が懸念される．一方，支点部には支承からの鉛直力に配慮して，より強固な垂直補剛材が取り

付いている場合もあるため，その場合，垂直補剛材の影響により耐力低下が小さいとも考えられる．  

本稿では，垂直補剛材がせん断耐力に与える影響を把握するために，供試体の桁端パネル（以下エンドパネ

ルという）に垂直補剛材を１枚あるいは２枚設置した供試体を製作し，耐力試験したのでその結果を報告する． 

 

２．実験方法  

 アスペクト比の異なる２つの桁（供試体Ａ，Ｂ）の中央に集中荷重を作用させて終局強度を求めた．また，

各供試体にエンドパネルを設置した供試体（供試体Ａ１，Ｂ１）も作成した．なお，供試体のフランジには

SM570 材を，ウェブ材には SM400 材を使用した．なお垂直補剛材には板幅 80mm，板厚 22mm の SM570 材を使用

した．供試体ＡとＢの形状を図－１に示す．供試体の材料諸元を表－１に示す． 
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（供試体Ａ：α=1.0） （供試体Ｂ：α=1.5） 

（供試体Ａ１，Ｂ１のエンドパネル形状） 

図－１ 供試体形状 
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３．実験結果 

供試体Ａ，Ａ１，Ｂ，Ｂ１の荷重と支間中央の鉛直変位の関係を図－２に，終局耐力を表－２に示す．アス

ペクト比α=1.5の場合，エンドパネルの有無に関わらず，Baslerのせん断耐力と同じ耐力を保持している．
しかし，アスペクト比α=1.0の場合には，エンドパネルが無い場合 Baslerのせん断耐力よりも５％程度低下
し，エンドパネルが有る場合には Baslerのせん断耐力と同じ耐力を保持していた．これはアスペクト比が小
さくなるほど腹板の端部パネルが切れていることによる影響があり，アスペクト比が大きくなると端部パネル

が切れていても，切れていない時と同じ耐力を有していると考えられる． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 せん断を受ける I桁の終局耐力についてエンドパネルの影響について実験検討した．その結果，以下のこと

が明らかになった． 

 ①供試体Ａのように，アスペクト比α=1.0 の終局せん断耐力は，エンドパネルを設置することにより Basler

式で評価できそうである． 

 ②供試体Ｂのように，アスペクト比α=1.5 の終局せん断耐力は，エンドパネルの有無に関係無く Basler 式

で評価できそうである． 

照査方法については更に検討を行い，提案を行う予定である．  
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図－２ 荷重変位曲線 

表－２ 終局耐力 
写真－３ 実験終了後の状況（供試体 B）
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計算値

最大荷重 Qmax QBasler
（ｋN） （ｋN）

供試体A 1,450 725 764 0.95

供試体A1 1,425 713 714 1.00

供試体B 1,314 657 649 1.01

供試体B1 1,207 604 609 0.99

実測値
Qmax/QBasler

表－１ 供試体材料諸元 単位：N/mm2

降伏強度 引張強度 降伏強度 引張強度
A，B 589 666 339 466
A１，B２ 586 659 314 442

上フランジ(SM570) ウェブ(SM400)
供試体
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